
平成 19 年 10 月 22 日 
各      位 

会 社 名 ア ド ア ー ズ 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 中川  健男 
（JASDAQ・コード番号  4712） 
問合せ先 代表取締役専務 八多川 昭一 
（TEL． 03－5623－1100） 
 

平成 20 年 3 月期中間期業績予想（非連結）及び 

通期業績予想（非連結）の修正に関するお知らせ 
 

 平成 19 年 7 月 31 日付当社「平成 20 年 3 月期中間期業績予想（非連結）の修正に関するお知ら

せ」にて発表いたしました平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）の業績予

想を下記のとおり修正いたします。 

記 

 
１．平成 20 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

前回修正予想（Ａ） 11,120 890 850 380 

今回修正予想（Ｂ） 11,500 1,330 1,340 640 

増減額（Ｂ－Ａ） 380 440 490 260 

増減率〔(Ｂ)－(Ａ)〕/(Ａ) 3.4％ 49.4％ 57.6％ 68.4％ 

     

（ ご 参 考 ） 前 期 中 間 実 績 

（平成 19 年 3 月期中間） 
9,635 313 315 127 

 

２．修正理由 

   売上高につきましては、主力のアミューズメント施設運営事業の既存店舗において、積極的な

機器投資やリニューアル投資、社員教育の徹底やマーケットごとに分析・実施した各種強化策が

奏功し、前回修正時点での予測を大きく上回る前年超えの売上推移を維持し続けております。ま

た、他事業におきましても堅調さを維持しており、一部の開設が遅れている新店分は補うことの

できる見通しであることなどから 11,500 百万円と致します。 

  営業利益につきましては、既存店が好調であることに加え、新店開設にかかる初期費用が下期

に先送りなること、更に昨年度より全社一丸となって取り組んでおります効率的な組織運営によ

るコスト削減が予想以上に進んでいる点などを勘案し、前回修正予想である 890 百万円を更に修

正致しまして 1,330 百万円と致します。 

  経常利益につきましても、借入金利は上昇しているものの、好調な業績による手元資金の充実

等の影響もあり、営業利益と同程度の増益が確保できる見込みであることから 850 百万円を

1,340 百万円と致します。 

中間純利益におきましては、上記経常利益の修正により、一部不良資産を減損処理するものの

380 百万円を 640 百万円と修正致します。 



 

３．平成 20 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

期初予想（Ａ） 23,000 1,310 1,150 350 

今回修正予想（Ｂ） 23,000 1,980 1,880 820 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 670 730 470 

増減率〔(Ｂ)－(Ａ)〕/(Ａ) 0％ 51.1％ 63.5％ 134.3％ 

     

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期） 
20,483 1,279 1,267 348 

 
４．修正理由 

   売上高につきましては、好調を維持している既存店舗の収益によって新店開設遅れによる売上

機会のロス分を補える見込であり、通期業績は 23,000 百万円の据え置きと致します。    

なお、下期以降の既存店の強化に関しましては、徹底した教育・研修体制の構築によるサービ

ス業としての本質的な顧客満足の追求はもちろん、運営効率化等で削減したソフト面でのコスト

を、店舗リニューアル等ハード面への投資へ振り向けることで店舗自体の魅力を高め、市場競争

力を一層高めてまいります。 

 

営業利益・経常利益につきましては、新規開設に伴う初期負担等、競争力維持のための強化コ

ストが発生致しますが、更なる効率運営を推進することで当該負担を補う所存であり、それぞれ

期初予想の 1,310 百万円を 1,980 百万円、1,150 百万円を 1,880 百万円と修正致します。 

 

当期純利益におきましては、アミューズメント機器の売却に伴う特別損失等が下期に大きくな

る見込ではあるものの、上記利益面の修正を勘案した上で、350 百万円を 820 百万円と修正致し

ます。 

 

 

  今回の業績予想の修正により、当平成 20 年 3 月期の通期業績見込はすべての開示項目におき

まして前年対比・増収増益となりますが、当該業績見込の達成はもちろん、更なる成長を目指し、

市場競争力の確保を重視した拡大成長戦略のもと、業績の拡大に邁進する所存であります。 

 

 

 

※ 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものです。実際の業

績は様々な要因の変化により、予想とは異なる可能性があります。なお当社の平成 20 年 3 月期

の中間決算短信（非連結）は平成 19 年 11 月 15 日を予定しております。 

 

 

以  上 


